
 

                

 

 

 

二風谷ダムの湖内で確認された低濃度ＰＣＢを含む 

塗膜の研磨粉について（第１報） 
 

 

 
 
 

 

記 

 

1．発生日時 

令和 8年 11 月 5日（木）12 時 10 分頃 

 

2．発生場所 

二風谷ダム貯水池（北海道沙流郡平取町二風谷）※別図参照 

 

3．確認状況 

二風谷ダムのゲート塗装工事において、塗膜を削り取る作業（ブラスト作業）中に発生した研

磨粉の一部が湖面に浮いている状況を確認しました。なお、この塗膜には低濃度 PCB が含まれて

います。 

 

4．これまでの対応 

・貯水池内にオイルフェンスを設置し、研磨粉の回収作業を実施しています。 

・関係する利水者へ連絡を実施しました。 

・水質調査（貯水池、放水口周辺、新平取大橋、沙流川橋）を実施しています。 

 

5．下流への影響 

現時点で下流への流出は確認されていません。 

 

6．今後の対応 

本日中に浮遊している研磨粉を回収する予定です。 

新たな事実が判明した場合は、速やかにお知らせします。 

 

 

 

 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部 

・全般的な問合せ 

公物管理課 課長 山岸 丈洋  （電話 0143-25-1650） 

・低濃度PCB回収作業について 

鵡川沙流川河川事務所 副所長 亀井 尚 （電話 01457-2-4262） 

室蘭開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/mr/ 

令 和 ８ 年 １ １ 月 ５ 日 

 

令和 8 年 11 月 5 日、二風谷ダムにおいて施工中のゲート塗装工事に伴う研磨作業により発生

した研磨粉の一部が湖面に浮いている状況を確認しました。 

当該塗装には低濃度 PCB を含む塗膜が使用されていたことから、関係機関と連携しながら対応

を進めています。 



研磨粉の確認箇所
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オイルフェンス設置状況


